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概論
44世界の森林
面積の変化

48地質年代と植
物相(ｼﾀﾞ裸子被
子）
64生物の階層分
類

94生態系の物質収
支（呼吸光合成同
化異化）

126物質循環（光合成落
葉分解腐植）
126減数分裂する時
140菌界（分類）
148計算（植栽と死亡
率）

192ｳｲﾙｽｳｲﾛｲﾄﾞ細
菌菌類など記述
206ﾒﾝﾃﾞﾙ法則と形
質
208炭素循環
　ﾊﾞｲｵﾏｽ､木酢液

1学名
25農薬作用機作点
26メンデルの法則
　不完全優性
29計算（発芽率）

1専門用語の読み
27計算

4植物細胞構成
14哺乳類・・・の特
徴
14Vｳｲﾛｲﾄﾞﾌｧｲﾄﾌﾟﾗ
ｽﾞﾏ子嚢菌など

148計算問題
積算温度と世代数

192分類体系APG ｴ
ﾝｸﾞﾗｰｸﾛﾝｷｽﾄ
192森の炭素循環
200計算；捕獲率

9 計算

関連法規、制度
4．5つの法律
4天然記念物

80外来生物法
78林業種苗法

120景観法 160生物多様性条約 210都市緑地法 31生物多様性

40天然記念物
42生物多様性ﾐﾃｨ
ｹﾞｰｼｮﾝ
里山と外来生物

82天然記念物
84生物多様性用語

108世界遺産
108景観法の景観
重要樹木

218保安林
種類、指定権限、％
222遺伝子組換え技
術とｶﾙﾀﾍﾅ法

1外来生物法
25 種苗法（新種）
14道路緑化基準改
定

教育・樹木医
品質寸法供給

１
分類

概論

器官、細胞
18根の基本構
造

50常緑、落葉樹
の落葉
50浅/深根性樹
種

88葉の形態→種名
130殻斗と樹種
136根の構造

164葉の組織
　　陰葉と陽葉
186葉序と模式図

4陰葉陽葉
6陰樹陽樹

5ﾏﾂの葉の維管束
数

4植物細胞構成
28根系の記述
40蔓植物の登攀器
官

52種子の形態
72大きさ比べ

130根：地下茎、根
冠、根毛、板根、呼
吸根

152針葉/広葉樹

2 花序､雌雄､性転
換
11どんぐり殻斗
19葉の形

木材組織
12木材組織
14針葉樹樹脂
道

54樹木の組織
　　ﾏﾂ、ﾀｹ・・・
54傷害反応

84傷害樹脂道、形
成層始原細胞､潜
伏芽

128材の道管配列と利
用
136樹種と樹脂道

166ｱｶﾏﾂ材組織 5道管仮道管樹脂
道など

6樹種と道管配列
6木部細胞壁と
腐朽、変色
32樹脂道の有無

72導管配列と樹種
74木材腐朽

118針葉樹木部構
造

164樹皮と樹種
(21)広葉樹木部

214幹断面の組織
214木部細胞：仮導
管、柔細胞、木繊
維、樹脂道、

20樹脂道

31生殖

媒、散布含む
34樹種と雌雄

48ｲﾁｮｳの受精
88花粉、受粉、種
子、散布
90風媒･虫媒樹種
○葉

126減数分裂
130樹種と花芽分化、開
花期、芽の位置
148受粉不和合性
150発芽促進

206ﾒﾝﾃﾞﾙ法則と形
質

8花芽形成と開花時
期
28繁殖と動物

3シダ植物受精

32ﾌﾞﾅ科種子の成
熟
36種子の芽生えと
子葉の数

38花芽分化種名

106結実、散布
122樹種の雌雄
124近交係数
0.5,0.75,0.875
AAﾎﾓ、Aaﾍﾃﾛ
126遺伝子:塩基名、
ｹﾞﾉﾑｻﾞｲｽﾞ、ﾒﾝﾃﾞﾙ
法則、

172針葉樹の種子
　発芽、大きさ、保
存

188種子の休眠と発
芽ｶｴﾃﾞ､ｻｸﾗ､ｽｷﾞﾋﾉ
ｷ､ﾊﾙﾆﾚ､ｹﾔｷﾐｽﾞﾅ
ﾗ､ｸﾘ時間光低温水
分
204花芽分化期
220遺伝
　母性遺伝：ﾐﾄｺﾝﾄﾞﾘ
ｱ､葉緑体､種皮
「近交弱勢」
222花粉飛散時期

32元素
肥料、養分

30窒素の形態
変化と微生物

74肥料と過少
74散布と希釈

116生理傷害：欠乏
と症状NPKCaMg
118炭酸石灰の量

134必須元素と役割
156堆肥とC/N比

168必須元素

19必須元素
20種名と有用元素
21要素欠乏の症状
NKFeCa

4植物細胞構成元
素

114必須元素
130肥料：窒素飢
餓、石灰質、化成肥
料、５要素、リン鉱
石

184堆肥と土壌
210必須元素､制限
因子、最少量の法
則

17窒素

33植物ホルモン
16植物ホルモ
ン

74各ﾎﾙﾓﾝと働き
86各ﾎﾙﾓﾝの働き
86頂芽優勢とﾎﾙﾓﾝ

170各ﾎﾙﾓﾝの働き
172ﾎﾙﾓﾝの化学構
造

3植物ﾎﾙﾓﾝ 6各ﾎﾙﾓﾝと働き
104花芽の休眠打
破
116全般

234語源、全般

34水、光環境、温
度運動など

52林内光環境
52樹木の水収支

2森林の生産速度

136ｿﾒｲﾖｼﾉの開花
138水分生理
　水ﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ
　ｷｬﾋﾞﾃｨｰｼｮﾝ
156温度と生理
　　酵素、水粘度
160運動など光周
性、光屈性、就眠運
動、傾性、膨圧運
動、生長運動、

206紅葉と色素
210必須元素、制限
因子、最少量の法
則

3二次林と光環境
16光と植物

35呼吸・光合成／
窒素固定

56光合成
84光量：陽葉陰葉、
CO2交換

132蒸散 164反応式と量 4呼吸と光合成
10光合成曲線

50光合成と質量計
算
52陰･陽樹、陰･陽
葉の光合成量

116光合成 192森林のC,CO2

４植生樹
種

樹種
植生

○分布
36絶滅危惧の
樹種の記述
36樹種と防火
性

48ｲﾁｮｳの受精
50ﾏﾂ科の属と種
名

86科名､種名の組
合せ

124森林植生
132ﾓﾁﾉｷ属と特徴
160原産地

188ﾏﾂ科の属
188ﾄﾁﾉｷの特徴
190植生帯と樹種
190防火性

7ニレ科樹種の特徴
9在･外来種

2裸子植物の樹種
3シダ植物の環境

30ﾋﾉｷ科の属と種
名ﾈｽﾞﾐｻｼ属
30木曽５木の特徴

46垂直分布と樹種
62ﾊﾟｲｵﾆｱﾌﾟﾗﾝﾂ
64明治神宮の森
66ｽｷﾞに関して
66森の巨人百選
86ｿﾒｲﾖｼﾉ

106環境の適応ﾋﾒﾓ
ﾁ､ﾊｲｲﾇｶﾞﾔ､ﾕｷﾂﾊﾞ
ｷ､ﾁｬﾎﾞｶﾞﾔ
110ﾓｸｾｲ科につい
て
122樹種の雌雄
126品種名：爽春、
津久井しだれ、播磨
の緑

134日本の森林分
布：地域と樹種
142ｿﾒｲﾖｼﾉの性質
152樹種の環境耐
性
164樹皮と樹種

190海岸林
222花粉飛散時期

５農薬 農薬、防除
38成分と安全
管理

74希釈
 62害虫と天敵
108作用機作
110ﾗﾍﾞﾙ

196防除の記述
24農薬基準
25作用機作

19必須元素
20種名と有用元素
29使用
30構造式

70薬害 114ﾄﾞﾘﾌﾄ 24適用範囲

植物と微生物
菌類、菌

8菌根菌 60菌根名と特徴 96菌根菌
138外生菌根菌
140菌界
146穿孔と共生

192ｳｲﾙｽｳｲﾛｲﾄﾞ細
菌菌類など記述
194病原菌の感染と
栄養摂取

11菌根菌や窒素固
定菌

10AM菌

16ﾏｲｶﾝｷﾞｱ
　昆虫と微生物
28外生菌根
28空中窒素固定

78菌根菌
ﾗﾝ､VA､ｱｸﾁﾉﾘｻﾞﾙ
植物(frankia)

170菌根の特徴
菌糸の隔壁、菌鞘、
宿主、外生内生

216外生菌根菌
23外生菌､AM菌と
樹種

腐朽病害
60腐朽菌（褐、
白、根株、心材）

100白色/褐色腐朽 140腐朽病害 12腐朽の症状 9腐朽菌分類と種名
6褐色腐朽 74木材腐朽

92土壌微生物

122菌類　従属栄
養、核、胞子の数、
隔壁、細胞壁

(22)腐朽病害

216菌類の種類
218腐朽型
（白､褐､軟）

「お願い」！　この一覧表は千葉在住の森さんからご提供頂きました。ただ、時間がとれなかったため、問題集のページと問題番号が入り交じっているとのことでした。問題集の新刊が出ると当然ながらページも変わるため、出来れば出題番号に統
一したいと思いますので、余裕のある方はＨ１６～Ｈ２７の問題番号をご連絡頂ければ幸いです。

総論

２
形態

（構造、
機能）

３
生理

６
菌類
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病害
10ｻﾋﾞ菌の生
活史

58重要病害(ﾏﾂﾆ
ﾚｺﾞﾖｳｶﾗﾏﾂ）
58病名と原因な
ど(ｳﾄﾞﾝｺ､炭疽､
ナラタケ、マツコ
ブキリテングス）

98（根頭癌腫、さび
病、ｻｸﾗてんぐ巣、
ｽｷﾞ赤枯、ﾏﾂ瘤）

138樹木病害（ﾅﾗﾀｹ、ｻｸ
ﾗてんぐ巣、ﾅﾗ枯れ、こ
ぶ病、餅病）
140菌界

192微生物の特徴
194病原菌の感染と
栄養摂取
198ﾅﾗ枯れ

10病害と病原

7うどん粉さび、ﾂﾁｸ
ﾗｹﾞ、紫紋羽、炭疽
病
7ｻｸﾗてんぐ巣病

14微生物種類と特
徴ﾌｧｲﾄﾌﾟﾗｽﾞﾏ
16ﾌﾞﾅ科萎凋枯死
被害マツの材線虫
学名

74病原体の記述
さび、ﾏﾂｶﾞﾚ、もち、
ｻｸﾗ類幼果菌核、て
んぐ巣病
76誘引（ﾏﾂ材線虫、
ﾋﾉｷ徳利、ﾏﾂつちく
らげ、ならたけ、ﾍﾟｽ
ﾀﾛﾁｱ病）

114生理障害、物理
障害
120流行病（ｽｷﾞ赤
枯病、ｶﾗﾏﾂ先枯
病、ｸﾘ胴枯病、ニレ
立枯病、五葉ﾏﾂ類
発疹さび病）

168病害（てんぐ巣、
根頭癌腫、すす、う
どん粉、紋羽の病
原）

21ﾌｧｲﾄ､もち､すす､
ｺﾌｷ､線虫
22うどん、桜てんぐ
巣､つちくらげ､ﾅﾗﾀ
ｹ､桜幼果菌核

虫害
38ﾁｬﾄﾞｸｶﾞ
38名前と通称
40ﾏﾂ類害虫
40土壌動物名

58重要病害62幼
虫と名
62害虫と天敵
64ｻｸﾗの害虫

102ﾏﾂの害虫
104媒介/幼虫
106変態

144昆虫と天敵
146昆虫の生活
144虫の個体群の生息
分布
148ｹﾔｷの害虫

202昆虫の形態
204ｱﾌﾞﾗﾑｼの生活
環
206ｻﾂｷの害虫
198ﾌﾞﾅ科樹木萎凋
枯死被害
198松枯れ

13昆虫の冬眠？
14ﾂﾊﾞｷの害虫
15ｼﾛｱﾘ

11媒介虫-病原体-
宿主（主に穿孔）ﾉｸ
ﾁﾘｵｷﾊﾞﾁ
12昆虫の形態と生
理精子貯蔵
13ｽｷﾞﾋﾉｷｻﾜﾗの害
虫

16ﾅﾗ枯れ
（ﾏﾂﾉｻﾞｲｾﾝﾁｭｳ
学名）
16ﾏｲｶﾝｷﾞｱ
　昆虫と微生物
18ﾏｲﾏｲｶﾞの生態
18ｶｴﾃﾞと害虫

54ﾏﾂﾉｻﾞｲｾﾝﾁｭｳの
生活環
54昆虫の分類と加
害様式
56虫害診断と防除
ﾏﾂｶﾚﾊ/ﾁｬﾊﾞﾈｱｵｶ
ﾒﾑｼ/ﾋﾒｺｶﾞﾈ/ｽｷﾞｻﾞ
ｲﾉﾀﾏﾊﾞｴ/ﾏﾂﾉﾏﾀﾞﾗｶ
ﾐｷﾘ
58ｼﾛｱﾘとｱﾘの特徴
76ﾏﾂ材線虫他

98一次、二次性
　　　　　　　　昆虫
98誘導抵抗性とﾀﾝ
ﾆﾝ
100防除法
100生息数の推定
例
102ﾀﾞﾆ生態

146ｲｽﾉｷの虫えい
146ｶｼﾉﾅｶﾞｷｸｲﾑｼ

148計算問題
積算温度と世代数

194天幕を張る毛虫
ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ､ｵﾋﾞｶﾚ
ﾊ
194吸汁性昆虫
ﾂﾂｼﾞｸﾞﾝﾊﾞｲ､ｽｷﾞﾊﾀﾞ
ﾆ、ﾙﾋﾞｰﾛｰﾑｼ､ﾜﾀｱ
ﾌﾞﾗﾑｼ、ｶﾂﾗﾏﾙｶｲｶﾞ
ﾗﾑｼ
198　ﾏﾂ材線虫病

5 昆虫の目と種
6マツ材線虫病の感
受性
7ﾅﾗ枯れ防除法
10生物種間関係

鳥獣害、生物
66哺乳類特徴や
分布（鹿兎狸猪）

110鳥獣害 144鳥の記述
200動物の神経細
胞

14気候と動物形態
など

56野生動物と森林
被害兎、野ネズミ、
鹿､ｶﾓｼｶ

102ﾆﾎﾝﾘｽの食痕(ｴ
ﾋﾞﾌﾗｲ)

144ﾂｷﾉﾜｸﾞﾏ
(7)ｴｿﾞﾔﾁﾈｽﾞﾐ、ｱｶﾈ
ｽﾞﾐ

200糞の形状
ﾘｽ､ｳｻｷﾞ､ｼｶ､ｶﾓｼ
ｶ､ｻﾙ

8獣と剥ぎ痕

　気圧配置と気象
気象の影響
　日照、霜、雪、
　乾､冷、　塩害、
　防火、耐火

20冬の気象害
22飽和水蒸気
量
22冬の気圧配
置２種類

72霜害と気象
72雪害と病気

90飽和水蒸気
92ﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞ現象、
　　ﾔﾏｾ
92 '05.12冬型気圧
配置と天気概況

184土壌凍結、凍上
17放射冷却
温度鉛直分布

22世界の気候
23WI
24寒害
25気象害

8 温度湿度と蒸散
12台風と気圧配置
など

50気象害と剪定
68塩害

70寒さの指数
5≦から5°引いて
Σ

112用語
ｱﾒﾀﾞｽ、花曇り･冷
え､温室効果､ﾋｰﾄｱ
ｲﾗﾝﾄﾞ､日照､蒸発散
114寒害冷害

152樹種の環境耐
性
日陰､乾湿､酸性
156花芽形成
　日照と葉温度
158風

190海岸林
208降雨やその蒸
散、酸度など

４ 世界の気候帯と
森林
15潮風害
18年間気温日照

環境汚染
大気汚染
水質

34土壌の呼吸
36防火性
44京都議定書

78温暖化とCO2
80ｶﾄﾞﾆｳﾑ銅水銀

94光化学ｽﾓｯｸﾞ
    ｵｿﾞﾝ

142ｵｿﾞﾝ、光化学ｵｷｼﾀﾞ
ﾝﾄ
142光（ひかり）害

190防火耐火性
210光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ
可視被害､発生源

23揮発性有機化合
物

26大気汚染
12光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ
H20とほぼ同問題

68環境汚染と病気
94水質

114光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ 154防火性､耐火性
202耐火性、防火性
206大気汚染物質と
植物影響

９
土壌
地形

土壌生成

24含水-張力
ｸﾞﾗﾌ
26土壌生成作
用
28酸性化
30窒素の形態
変化と微生物
34土壌呼吸

66土壌の化学性
68 pF-含水ｸﾞﾗﾌ
70気層率、水分
張力と土壌通気
性

112土質
112岩石
114酸化還元
　　新生代
116鉄欠乏と酸性化
酸性を好む樹種
116土壌栄養の欠
乏症

126物質循環（光合成落
葉分解腐植）と腐植解
説
152母材岩石の記述
152土壌構造の記述
154土壌の化学性
156造成地土壌の記述

176岩石の分類
178土壌発達と植生
偏移
180土壌の化学性
182電気伝導度
182三相分布
184森林土壌の記
述
184土壌凍結

16地質や地形
18堆積様式
19土壌構造
20土壌と三相組成
21土壌の性質
22土壌改良剤

14地形：圏谷丘陵
台地谷活断層
15斜面地形
16生成
17堅果構造孔隙率
水分恒数
18土壌の記録

20土壌調査器具
22土性の三角図法
24火山灰土壌の特
徴
24土壌表層の諸現
象
26土壌生物の働き
26土壌条件と造林
樹種の成長

86植栽基盤
88土性
92土壌微生物
地衣類、細菌、菌

128土壌水分
有効水、重力水、水
湿状態、停滞水

128土壌有機物
黒み、無機化、炭素
蓄積など

162pF-水分ｸﾞﾗﾌ
無効水、有効水、細
孔隙、壁状構造
180乾性系森林土
壌
182根系分布と有効
土層水平根、支持
根、
184堆肥と土壌

(28)母岩母材の見
分け方
226土壌生成過程
ｲｵﾝ交換能､植物珪
酸体・・
(31)黒土山砂真砂
土
(33)ｲｵﾝ価数

29土壌のA0層
30土壌中の空気
31土壌の一般的性
質
32改良資材有機､
残滓､ﾊﾟ\ﾗｲﾄ､ｾﾞｵﾗ
ｲﾄ､ﾋﾟｰﾄﾓｽ
33地勢

１０
総合診断

検査機器 31計測の原理
(15)測定器具ｸﾛﾉﾒｰ
ﾀｰ、ｐH試験紙

120腐朽検査法
　ﾚｼﾞｽﾄｸﾞﾗﾌ音波γ
線

植栽基盤改良

根・幹の外科
傷害反応

6感染と反応
54傷害反応と組
織：ﾁﾛｰｽ､ｴﾋﾟｾﾘ
ｳﾑ､乳液

靱

剪定 60剪定時期 110ﾏﾂの剪定
150剪定ﾏﾂ､ｳﾒ､ｶｴ
ﾃﾞ､ｳﾒ､ﾓﾓなど
162太枝の切除

新種／絶滅危惧
他

22絶滅危惧種
ﾊﾅﾉｷ､ｼﾃﾞｺﾌﾞ
ｼ､ﾋﾄﾂﾊﾞﾀｺﾞ

80外来生物法 160生物多様性条約 104外来生物

(4)絶滅危惧種
174無花粉杉
176四天王樹
176日本五大桜

210屋外作業の注
意点：毒毛虫、雷､ﾀﾞ
ﾆ、ﾊﾁ、熱中症

26遺伝資源の保存
27林業上の品種分
類

増殖法
　（挿し木、接木、
　取り木、実生）
移植

36移植適期
40ｷﾒﾗとﾓｻﾞｲｸ
42挿木記述
43取り木

76根回適期や方
法
76無性繁殖(挿木
接ぎ木）

118大木移植手順 150発芽促進法と樹種
208接木
208ｽｷﾞ花粉症対策
の品種改良

27育種法
30発芽と促進法
32環状剥皮

28種子（発芽率勢
い純正
32剪定と花芽
33移植の水極め

38繁殖法の特徴
118樹高とは
124挿し木、接ぎ木

172取り木

202移植の難易
220挿木の難易
難：ｼﾗｶﾊﾞ､ｸﾘ､ｽﾀﾞｼﾞ
ｲ､ｶﾗﾏﾂ
222遺伝子組換え樹
木
228土壌改良法
水圧穿孔、割竹挿
入

12移植植付後
13根回しと時期
28繁殖法長短

平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成２３　震災 平成２４ 平成２５ 平成２６ 平成２７ 平成２8

１１
保全

堀大才

１２
後継育種

保存

７
動物との
関わり

8
環境
ｽﾄﾚｽ


